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(7) カドマルエンマコガネ
Onthophagus lenzii Harold 

作手村， 3. 珊 1970. 

最も普通に得られます。

(8) クロマルエンマコガネ

Onthophagus at,er Waterhouse 

額田郡大幡， 20. N. 1972. 

普通に得られます。

(9) ミッノエンマコガネ

Onthop加gus trにomis Wiedemann 

蒲郡， 30. V. 1972. 

本種の分布や生態など特異なもので， 東三河で

は主に平地の海岸寄りで灯火により多く採集され

ます。

(1() オオフタホ、ンマグ ‘ノコガネ

Aphniius ele�ans All ibert 

額田郡大幅， 14. V. 1966. 

同地方では少ない種です。

\II) オオマグ ‘ノコガネ
Aphodius harold血us Balthasar 

作手村， 26. w. 1970. 

普通に得られ ます。

U9 コマグ ‘ノコガネ
Aphodius pusillus Herbst var. rufangulus 

Waterhouse 

額田郡大幡， 31. V. 1972. 

(13) セマダラマグ ‘ノコガネ
Ap加iius obsole咤U血tus Waterhouse 

額田郡大幡， 20. N. 1972. 

今のところあまり記録のない種です。

(l0 マグ ・ノコガネ
Ap加iius rectus Mo区hulsky

作手村， 10。 N. 1972. 

各地に広く分布し普通です。f.typica と ab. bijormis 

との比は， 季節により多少異るが， 約5対1です。

(15) ヨツボシマグソコガネ
Aphodius sordi,dus Fabricms 

蒲郡， 28. w. 1971. 

この地方では余り多くない種のようで， 私は灯

火に飛来したものを採集しています。

(16) キバネマグ・ノコガネ
Aphodius languidulus Schmidt

作手村， 15. \i. 1972. 

比較的少ない種のようです。

uり ウスイロマグ ‘ノコガネ
Aphodius sublimbatus Motschulsky 

作手村， 3． 珊． 1970. 

個体数はあまり多くないようです。

(18) オビマグ ‘ノコガネ
Aphodius uniplagiatus Waterhouse 

額田郡大幡， 31. V. 1972. 

採集場所によって， 季節的ですが比較的多く得

られます。

以上， 18 種を記録しましたが， まだ種名のわか

らない個体が2 • 3 あります。 それらも， また次

回に発表したいと思います。
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豊根村で採集される
ミヤマチャバネセセリについて

ミヤマチャパネセセリは， 一般に山地性の種で，

その ため気象的にも地形的にも適しているためか，

豊根村ではよく採集できます。

今まで の採集記録は次のようです。

4 -V-1967(1 含） ； 5 -渭 ー1967(1 9- )

; 9-VIII ー1968(1 含） ； 25 一 渭 ー1971(1 9-) 

; 18-N-1972 (1 含） ； 1 -憧 ー1972(1 9-)

; 5-V-1973(1 含）。

村 松 課葉沙

この 種はイチモンジセセリ とよく似ていて， 飛

翔中のを見分けることは困難で， 見過して しまう

ことが多い。 豊根地方では晩秋に多く発生し， ィ

チモンジセセリだと思って採集してみると本種で

あることが多い。

 

愛知県から記載された 2 種のコメッキムシ

大 平 仁 夫

愛知県から現在 120 種ほどのコメッキム 、ンが採 今その頃の記憶をたどってみても， 本宮山のど

集されているが， この中に， 愛知県が新種 の基産 こで採った のかよく覚えていない。 おそらく打網

地になっている2種がいるので， ここに紹介して で得た のではないかと思われる。 時期がかなり早

おく。 いことも注目 すべきことで， 本年は 2頭目を是非

採集したいものだと思っている。 しかし， 本宮山

1. ホングウチビクロ コメッキ Ampedu.5 は最近に なって自然がひどく荒され観光地化して
(Ampedus）加啄皿nu.� Ohira, 1962（第1 図） い るので， 虫の数も当時に比べれば比較にな らな

この種は ， 1954 年 5 月 16日に， 本宮山で私が採 いほど少な くなっている。 あるいはもう得られな

集した唯1頭の雄標本にもとづいて記載したもの いのではないかと思われる。

で， その後和歌山県から得られたが，愛知県から 体長5Dで体は栗色をしていて， 触角と脚は茶

は今日まで誰も得ていない珍種である。 褐色である。 図をとらんになればよくわかるよう

第1図

に， 特徴のある種なので， もし本宮山に採集 に行

かれた方は注意して下さるようお願いしたい。

2. ギフミズギワコメッキ

M栢wa gifu.ensいOhira, 1973（第2図）

この種は， 岡崎市の矢作川の河岸で， 1960 年 6

月 5 日に採集した標本の中から見出したもので，

最初はジ ュ ウジミズギワゴメッキの黒化型と思っ

ていた。 その後， 岐阜の金華山（おそらく長良川

の河岸 ）でも採集されていることがわかった。 岡

崎から のもの は残念ながら雄個体がみつからなか
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ったので，岐阜のがホロタイプの基産地になって

いて，岡崎のはパラタイプの基産地になったわけ

であるが，おそらく平地の大きな川の河岸に は広

く分布しているものと思われる。

体長は2. 5鵞鵞＜らいで

黒色，光沢を欠く種で，

触角の基部2節と脚は黄

褐色をしている。また，

体が扁平ではなく，前胸

背板の後縁角が短いのが

特徴である。一般にミスで

ギワ コメッキの仲間は，

成虫の発生期間が短いの

で，この種の出現も6月

上旬から中旬頃までのわ

ずかな間と思われ る。その頃，河岸に群生してい

る笹蝶などを打網すると，他のミズギワコメッキ
の仲間と落ちてきたように記憶している。

第2図

私 と 昆 虫

ーその5-

私が昆虫採集を始めたのは8年ほど前です。町

でリ ュ ックを背負い，ネットを持って歩いていた

山崎隆弘氏の弟さんに出合ったときから です。私

はその日，さっそく蝶の標本をみせてもらい， 一

目みた瞬間に私も昆虫標本を作ってみた・くなり，

急い で採集用具をそろえました。

さて，私が昆虫採集を始めた 頃は，もう夢中で，

ほとんど毎日曜日（小雨決行）はもらろん，冬で

も正月休みでも朽木をあさり石をおこし，虫の姿

を追ったものでした。始めて間もない 頃，美ケ原

高原や八ケ岳等の採集で，広い野原 で蝶を追い廻

して走り続けたことなど未だに忘れません。

その頃は，家から歩いて近くの採集地まで出掛

けたものですが，今 は車で目的地まで行けますの

で非常に便利になりました。しかし，前のように

歩いて採集に出掛けたときの方が， 採集量も多く

て印象も深いように思 っています。

今までは手当り次第に虫を採集していましたが，

これ からは限ったもの1こ力を入れ ，より深くやろ

うと思うのですが， 仲々ふんぎりがつかなくて，

私自身一つの壁につき当ったように思います。幸

ぃ，身近に熱心な方がおられるので，その方達に

照 井 正 康

見習って今 後やって行きたいと思います。

私は， 一生昆虫とつき合って行きたいと思って

いますので，会員の皆様のと指導も心からお願い

します。

 




